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　　　　　　　　　　 緒　　言

　 従来 ・ uem 症 の 治療 として は専ら駆虫の み が 行 わ れ て

来 た，しか し，駆虫は元来蛔虫署i生 の 治療 であ つ て，こ

れ を嫐 鵬 治療織 行 な つ て きた感があ る ． さ て ，
蟠虫症 の 主要症 状は腹痛 で あ るが，こ れ を従 来 行 わ れ

　て き た よ うに 駆虫剤の 投与に よつ て 除 こ うとすれば，強

　力 な殺虫剤を用 い ぬ 限 り，効果は 直 ちに は期待 されず，
患 者 は 反復 して 襲来す る腹痛 に 1

， 2 日間は 悩 ま さ れ

続 け ね ば 妨 ぬ・こ の 臨 も しも 直 ちに 腹隴 消失せ し

め る こ とがで き，そ の 後 に 徐 ろに 寄生虫を除 くこ ととな

れば 涙 利で あ ろ うと思 b．　 ltる．徹 蜘 蛎 の 鸚 鮒
しては・阿片 アル 加 イ 喧 酸 塩 （バ ン トポ ン ）踊 い

られ て い た カ  効果 ボ 少な く， む し ろ 、 こ れ とア ト ロ ピ

ン との 合剤 （パ ン ア ト）
三

吻 注 射 や，卩 一｝ r キ ス の 内

服の 方 ボ劾くとされ て い た
U ．

　 さて・鯉 蛎 の 発症機 転 の 主な る もの が ア レ ノレギ＿な

りとする教 室 の 立場 か ら，蛔虫症の 治療，例 え ば 腹痛 の

速麓 除 去 を ees と し て，次鑷 究 が な さ才Lて い る．即
ち ， 松 itva授 t）’，

は 井 上
4）

ととも に 胃，十 二 指 腸蛔虫症

樹 して 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤鮪 蕨 あ る こ とを報制 ， ま

た 小腸蛔 虫症 に 対 して は 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の み ならず ， 交
感 髏 賭 髄 る ア ド レ ナ イ ン 鮪 効であ る こ とを認め

て い る 1’・教室 の 松だ ｛謂 融 症 の 心舗 発作時 に 胃

運 動 鹸 端 乳 ・ 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 （ベ ナ ド リ＿
、、） を

注 射 した とこ ろ，胃の 攣縮 が 除 去せ られ る と同 時に ， 疹

鶏 が 消失 し たと述・・g て い る、また
ω ，瓰 虫体腔液の 経 口

的投与 に よ 謂 融 臘 似齢 こ惹起試験に 抽 ・ て S．抗

ヒ ス タ ミ ン 剤 が 有効 で あ つ
1c

こ とを認め て い る，

　
一
方，動物実験 に お い て，教室の 紐谷

η
は ブ タ 姻 虫仔虫

臓 卵を経 口 投与 して憾 染を起さ しめ た 蟠 轗 染 モ 、、

モ ツ ト鵬 管に 融 鯱 液酢 用 さ せ て ア レ ・レギー
性腸

管収縮 を 起さ 賦 綬 に，ベ ナ ド ・ト ・レ，塩酸 プ 。 メ タ ジ

ン ・ 7 ア イ ナ リン・ア ドレ ナ Vン ， ア ｝ P ピ ン 等を作用

　させ ，こ れ らが 腸管の 収轄 を 著明に 緩解 した と報告 して

　い る．また 教室 の 田所
e ）

は，予め ブ タ 翹虫仔虫包蔵卵 を

経 畩 与 して數 を起さ しめ た 蛔 虫麒 モ ，レモ 外 に 蛔

　虫体腔液 を経口 殻与 して J 胃の攣縮 お よび 蠕動亢進を認
め．こ れ がア レ ル ギー

反応に 基づ くもの であ る こ とを明
ら旅 した ・つ い で

9b
こ の 鞴 縁 び 蠕動亢進 に 対 し

て，抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 と し て ベ ナ ド リール お よ び塩酸 プ P

　
メ タ ジ ン ，自律神経遮断剤 と して プ ア イナ リン ，交感神

経抑制剤 と して ア ト ロ ピ ン が 明らか な効 果 を示 す こ とを

述 べ て い る．教室外の 成績では ， 今井
’

譬ま小 腸蛔 虫症 に

対 して抗 ヒ ス タ ミ ン 驪 用 い て有効であ っ た 1 例 を報告

し冲 島
111

　t） ・鵬 蛔 蛇 に 対 して 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤の 注射
絎 つ 硝 効 な こ とを報乱 て い る．S・；a，教 室 の 松村
鞭 ・ 井上・撫 の 臨糟 察 細谷 潤 所 の 実験的 研 究
に 続 い て・瀦 は 小腸 蛔 虫症 の 腹痛発作 に瞭 して．7t 、
「「 ビ ン ，ア ド レ ナ ワン

， 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 等の 抗 ア レ ル ギ
ー
剤 を使用 ン て明らか な 効果を認め た ，次 に その 成績 を

報告 す る．

　 治療対象

特有 の 臨牀症状 を乳 て ，・鵬 蛔蛭 と診断 さ れ た 患

者， 6名 （成八 2 名， 小学生 2名 ， 幼児 2名）に っ い て

行 つ た・そ の うち 銘 に は 1 糀 1 回 投与 し， 1 名 に は

異 な る薬剤 を ユ回ずっ 計 2回に 互 つ て 投与 した．
　治療方法

　抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 と して ，マ レ イ ン 酸 ク ロ ル フ エ ニ ラ ミ

ン 蝋
！ネ わ レ ス タ ミ ン 1 ・ 皿 り 鍼 ・

亂

の 瑚 に 凌

愚神経興醜 た る ア ド レ d・　V ン 。．2ng（0．ユ％塩化 ア ド

レ ナ リ ン ゜・2ml ）を幼 児 1傚 （ 測 交騨 経抑制剤 た る

ア ト゜ ビ ン 瞞   （0・0旆 礁 ア F・Ptピ ン 。．3皿 D を幼
児 1 例 に・0・25  （同 0・5ml ） を 学童 1例 に， 0．5 
（同 1．Oml ） を学童 の 1 例 と成人 2例 に そ れ ぞ れ 皮下
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ー

に お け る 抗 原 お よ び 抗 体 昏こ 関 ず る研 突

注射 して，腹痛消失の状態を観察 した．

　検査方法

　血 球凝集累価

　第12報L2
  第 工3報に

ゆ

述ぺ た ご と く，教室の黒梅の 方

法 に従 つ て 行 つ た ，

　 症例

　第 ユ例　金○い 0 　34才 　？　農業

　 〔既往歴〕数年歳 よ リ ユ年 に 7〜 8回 の 発作性の 下腹

部蔘痛を起す こ とt；
あつ た．蛔虫との 関係 は不明で あ っ

た．

　 〔症状お よ び治療）昭和34年 1 月13日午後，上腹部 に

琢痛 が起つ た ・悪心，嘔 吐は なか つ た．疼痛 は 腹部全偽

に 移 動 す る よ うに な り， 外来 に受診 した ．臍 の や S 上 方

および下腹部 に圧痛 が あ つ た．0．05％硫酸 ア 1・ロ ピン 液

　　を皮 下 注 射 した とこ ろ ， 琢痛橡 15分縫に は 全 く消失

した・翌14日朝 よ り頭痛が起り， 再び上腹部の 疼痛 luS起
つ た・悪心 レ 枢吐 は な か つ た．こ の 日は 臍周 匿iに 圧 痛ガ

あ つ た，マ レ イ ン酸 ク ロ ル フ エ ニ ラ ミ ン 4mg （ネ才 ・レ

ス タ ミ ン 1mi ）を皮下注射 した とこ ろ，　疼痛 は 10分後

に全 く消失 した．疼痛消失後，15 日 に ピペ ラ ジ ン ・ハ イ

ド レ
ー

ト 3g を投 与 した．そ の 日 は 異 常 な く，16日 に 再

丁 軽度の 腹痛 が 起っ た が ， 間もなく消失 した．排便時 の

虫体の 酔出を鍵認す る よ うに 患者 に 言っ て 帰え した が，

患者は 排便時 に 注 意せ ず，虫体の 拝出は不明であ つ た，

　 〔検査成績 〕

　ユ，糞便内鯛虫卵 （＋ ）

　1血液像　発症時 ：白 血 瑜数 1L300，　 丿ン バ 球 ユ5霧 ，

単球 2 ％，　好酸球 69・6，　好中球τ7％軽侠時 ：白 血 球数

9，800，ザン パ 球32？・6，単球 o％，好 酸 球王3％ ，好中 球55

％ ， 駆虫後白血球数 8、500， ！l ン パ 球 36％，単球 1％，

好酸球 3 ％，好中球60％

　3， 尿 ウ ロ ビ IJノ
ー

ゲ ン 反応 発症時 1 〔幵）1 軽快時

　 （十 ），駆虫媛 （
一

）

　4，血 球凝集寨価 ：発生 時 ： 160倍，軽快 時 ：SO倍，

駆虫後 ：20倍

　第 2 例　諏．○耕0 　 3 才　 3

　 〔既 往歴〕生来健康であ つ た が ， 最近」 しや ぶ りの く

せ オニで きた とい う．

　 〔症状 お よび 治療〕昭和困 年 2 月ヱ8日夜半よ り翳周囲

の カ・なりつ よ い 疼痛 を訴え た．疼覇 の ため 時々 めをさま

して，ぐずつ て い た．19日 朝 に なつ て も腹痛 ガ お さま ら

な い の で，午 前 中 に 受 診 し た．受診時は
， 顔 を しか め て

お り， 家 人の 言に よ る と，顔色がい つ も よ りわ るい との

こ とで あ る．39℃の発熱を認め，胸部 に僅 かの 湿性 ヲ 音

を聴販 した．腹部 に｝まデ フ ア ン ス は ない ．臍 か ら約 2 横

指右 ，
2 横捲上 部で， 収舶 レた 小腸を触 れ た．著明 な圧

痛点は なかっ た．小腸蝸虫症 の 診断の 下 にO．05　9i硫酸 ア

トu ピ ン 0．3。c皮 下注射 を 行 なつ た とこ ろ，15分後 には

輹痛は全 く消失 した．気管支炎に 対して は テ トラ サ イク

リン を投与 し て 帰宅せ レゆ た．贐宅す る と，や が て しず

か に 眠つ て 夕方 ま で腹痛 を訴えなか っ た。午後 4時軽度

の 腹痛を訴えた が レ 診て も，腹部 に は何ら変化 を認疹 ず

．特 に 処 置 を レな か つ た．腹痛はや が て お さ ま り， 以 後

腹痛発作は お こ らなかつ た．25 日 に ビペ ラ ジ ン ’ハ イ ド

レ
ー

トを投与 した．翌豁 日 の 排便に は ユ条の 蛆 虫を認 珍

た，

　 〔検査成績）

　1， 糞便内蝠 虫卵 （什）

2， 血液像 発病時 ：舳 球数 32，60。． リ ン パ 球22

％，単球 29あ 好 中球 ？6％ ，軽快時 ；白血 球数 丁．000．
リ ン パ 球64％ ，好酸球 τ％，好中球29％ ， 駆虫後 ： 白血

球数 8
・20°，リン パ 球62％，単球 1％．好酸球 ；．；2 ％ ，

好
．
中 球35％
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　3， 尿 ウ 卩 ビ リノ ーゲ ン 反応　発症 時 ： （十 ），軽 快

時 ： （
一

）．駆虫後 （一）

　4、　血球凝集素価　発症 時 ：10倍，軽快時 ：20倍

　第 3例　金○育C 　io才　 舎

　 〔既往 歴 ） 生 来 健康であ つ た．昭 和34年 1 月 中旬集団
．

検便を 行つ た とこ ろ，姻 虫卵 （粁）であ つ た，サ ン トニ

ン を服用 し，姻 虫体 重条 の 排出を認め た．

　 〔症状お よび 治療）昭 和34年 1 月30 日 午前 7時，登 校

の 仕度を して い る と，急 に腹痛 が 起 っ た．腹痛は 臍部に

訴 え て い る．診察す る と臍の 左 二 癢指外側，驍の や
’
M 上

部 に 圧痛 が あ つ た，そ の 外に は 著変は な かつ た，O．05％・

N 工工
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轍 ア ト・ ピ ン 1・Oml の 皮下 注射を行 つ た．驢 は 1 

　分 で完全 辷 消失した．その 後 2 時間程家庭で 休憩 した

　が ， その 後 は 平常通 り登 校す る こ がで きた，

　　〔検 査 成績〕 腹痛消失時の 血 球凝集素価は 160倍 であ

　つ た．

　 第 4 洌　森 ○ 真○子　7才 　？

　　c襲往歴〕生 来健康であ つ た 昭 和33年 の 暮頃か ら時 R

　愎痛を訴 え た とい う．臍附近 を痛 が っ た とい う．

　　〔症状 お よ び 治療 〕昭和嗣 年 1 月 18日 朝 7時半頃起 き

　乏 が ・腹痛 を訴えて 朝 食を摂 販 し なか つ た，臍の 周 囲 を

痛 が つ た 編 力塒 醐 つ て 発作的 に 襲来 レた．昼 飲

環 の 食事 を摂累 した とこ ろ“X吐 した ．蹄 の 軽快騰

臘 よ く唱歌 鶴 た つ た りして い た．職 ま腹痛 は な くな

　
E
馬 平常の よ うに 眠 つ た・翌 ユ9日 午前 7時 堆頃よ り再変
靉痛 を 訴えた ．午 前10時診察 レたが，し きりと腹痛を訴

え て い た・顔 面蒼 白で腹部に は 抵抗や 腫瘤 を認めなL，、
が・臍部お よ び臍周囲 に軽度の 圧痛を認めた．

　 °・05％鍛 ア ト ・ ピ ン 。・5m 坡 下注射を行 っ た，彫
な く顔面 潮紅 し，約 5分後に は 腹痛は消失 した．顔 面 潮

紅 以 外 に は副作用 は 見 られ ず ， 患児の 状態もよい の で 帰

宅 させ た ．其 の 後は，腹痛，駆気 亟 吐 等全 く認め られ

な か つ た ．21 円就 寝 r糞と22 日 早 1醒 にそ れ ぞれ ナ ン トニ ン

O．069 を投与 した．排便時 に 虫体 の 排出 を確認す る よ う
に 言つ て 帰宅 さ せ た が，家庭 に お い て 注意せ ず，虫体の

排出は 不 明であ つ た．

　　〔検査成績〕

　 1． 糞便閉璽 虫卵 （十 ）

　2・ 軅 像 発作時 泊 血 球数 16，200， v ン バ 球6τ
％，単球 3％．好中球3  ％，軽快時 こ 白血 球数 7，900，リ

ン パ 球74％ ，単理 1 ％，好中球25％，駆 虫後 ： 白血球数
9・500・ リン パ 球 6T％ ， 単球 2 ％，好中球 31％
3・ 尿ウ・ 吻 ノ ー一

　）
1

ン 反応 発繍 ： （＋）薩 椥 寺

（十），駆 虫 後 （
一）

　
4・
　血 球凝集素価・発症時 ： 16D培，軽 快時 80倍 ， 駆

虫後 20倍

　第 5例　金○ み ○子　36才　？

　概 齷 〕 31才の 鸚 好 の 変 1ヒが 起 り， 喫煙の 習慣 が
つ き、殆 ど病的 に ま でなつ た．喫煙 す る と翌朝は 蛔 虫 を

1 〜2条俳出 した とい うE そ の 頃 激 しい 腹痛発作をお こ

した こ ともあ る とい う．

　〔症状お よび 治療 〕昭 和 34年 ユ月 15日 午前工0時頃腹痛
が お こ つ た，腹痛は 発 作的 に お こ り， 15分乃至20分持続
し， 1 時間程の 間隔 をお い て繰返 し た．夜は 熟睡できな

　か つ た．嘔気 は あつ た が ， 啄吐は な か っ た．16日午前中

は腹痛鞭 い た が・午徽 な つ て軽快 した ．17H 午前 中

同様の 腹痛の た め 受診 ， 臍の や ・ − SSに 軽度の 圧痛 を認

め た・0・05％硫酸 ア Fp ピ ン 1ml の 注射 に よ り，嬾 は

1紛 で消ik　 L ・ 気 分 根 好 とな つ た 1帚宅衝 食事 して

　も腹痛は お こ らず ，夜は よ く眠れた とい う．

　　 〔険査成績〕

　 L 　糞便閉鯛 虫 卵 （
一

）

　
2． TM 反応

14’L5 ］

酸性煮沸憂の 混濁の た め 沈陥反 応 実

．施不能

　 a 血液像・発鵬 ：舳 球数 u ，ooo，リン ・鯨 25
％，単球 3％，好酸球 1％，好中球 7ユ％，軽快時 ：白 血

職 8・40。・リン ベ 覦 ％．単球 7 ％，好酸球 1 ％，好中

球59％，駆 虫後 ： 白血 球数 6
．400、リン パ 球25％ ，好酸球

　1 ％，好中球7d％

　 4・尿 VV ビ リノ
ー

ゲ ン 反応溌 症時 （−H−），軽快時 ：

　（一），駆 虫後 ： （
一

）

　 5・　血 球凝集素価，発症時 ： ユ60倍 ，軽快時 ：40倍

　 第 6例　大○力0 　3 才　5

　　〔既往歴〕細絹唆腫 に て 入院加療中

　　〔症状 お よ び 治療 〕昭 和34年 6 月30日午饅 7 時，腹痛

発 作あ り・疼 痛 は羅 囲 に 訴 え， 嚇 ・
い て ぐず つ て い

た．口区気 嘔吐 は な か っ た．臍周囲 に 圧 痛があ る よ うで

あ る が，訴 が 不 定で明瞭では ない ．しか し， デ ン 7 ン ス

も腫 瘤 も認め ない ． 0．1％ 塩化 ア
tt’レ ナ リン 液 O．2cc貫

下注射を行っ た．10分後に は 疼痛 は 全 く とれた．顔 面や
S 紅潮 し，自 分 ホ ら食事をする と言い 出 した．検便の 結

黒 蛔虫卵 （H・F）で，
ピ ペ ラ ジ ン ハ イ ドレ ー漣 醐 謎

せ た とこ ろ，蛔虫体 5条の 排出を認め た ．

　　　　　　　　　総括及び 考按

　以上，小 腸飼虫症の 7例 に っ い て 抗 ア レ ル ギ ー
剤 の 注

射絎 つ て 効果 を認め た．制 の 治筋 法を薬剤 に よつ

て 分ける と、抗 ヒ ス タ ミン 剤 （マ レ イ ン 酸ク ロ ル フ ニF

ラ ミ ン ） 1 働 交感 神経 興翻 （ア ド レ ナ リン ） 1例，
副交 感 神経掬制剤 （ア トロ ピ ン ） 5例であ る，7弼全倒

と も上記の 薬剤注射後 5〜15分 間 に腹痛 の 消失を 認 め

た・副作用 として は ア ドレ ナ リン ， ア ト P ピ ン で軽度の

顔醐 髄 認 駿 鯨 であつ た ．か か る抗 ア レ ル ギ＿剤

が 姻 虫症 の 腹痛に 著効 を奏す る事実 は 誠に 興味あ る もの

と思 わ れ る．教室 の松村教授 は井上 とともに 胃，十 二 指

腸蛔 虫症 に お い て 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の 勅果 を最初 に 報 告

し・更 に 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤療法を小腸触 症 に 行 つ た．こ

の 報告 もそ の 一
環 をな すもの で あ る，こ   に 述 べ られ
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ー

に お け る抗 原 お よ び 抗体 に 関す る 研 究

た、蜩 虫症 にお け る ア ドレナ L］ ン ，ア トロ ビ ン 等 の 植物

神経毒の 応用の 報告 は ，末だ 文献に 記載 を見 ない よ うで

あ る．以 上 の 姻虫症の 抗 ア レ ル ギー療法の 論拠 と して，

松村教授
川

は， 昭 和 34年の ア レ ル ギー
学会 の 特 制講演

1蛔 虫 ア レ ル ギ ー
」に お い て ， 蛔虫ア レ ル ギーは ア レ ル ギ

ーの 2 っ の 型，即 時 型 お よび遅延型の 中で，前 者 に属 す

る こ とを考察 して い る，即 時型 ア レル ギーの代表で あ る

気管支喘息に お い て有効な ア ドレナ リン や ア トロ ピ ン が

寄生 虫 ア レ ル ギー
の
一

っ であ る蛔 虫癨 に お い て も有効で

あ る事実は 示 唆す る とこ ろ が少な くな い であ ろ う．尚本

法 を行 つ た 後 に J 適 切 な駆 虫 剤 の 使用 に よ つ て 駆虫を行

うぺ さは 勿論である．

　　　　　　　　　 結 　 　論

　小 腸晒 虫症の 治療 に 抗 ア レル ギー
療法 を行い ， 7 例全

例 に お い て効果 を 認ゆ た．使 用 レた 薬 剤は ，抗 ヒ ス タ ミ

ン 剤 （マ レ イ ン 酸 ク ロ ル フ ェニ ヲ ミ ン ）　1｛列，交感神経

興奮剤 （ア ド レ ナ リン ） 1例 ， 國 交感神経搾箭剤 （ア ト

ロ ピ ン ） 5例 で あ つ た，こ れ 等の 成績は 蛔 虫症 の 成因 に

おける ア レ ル ギーの 関字につ い て，興味 あ る示唆を 与え

て い ると思われ る．

　稿 を 終 る に 臨 み ，撫 懇 篤な る御 指導 と御 校閲 を 賜 つ た

恩 師 松 村 教 授 に 深 く感謝 し ま す 、ま に 御 援 助 ， 御 助 言 を

載い た 由上博士 ，黒 梅 博 士 に 感謝 し ま す．

　　　　　　　　 文　 　献

1）松村龍 雄 ： 起 ウ易 ぎ診療 上 の 過誤 と 其注意，1，
　　66，1953．
2）　松 村青g雄 ：臨 床 内科 弓、児 季斗，　　7　（3 ）．647，1952．
3）松村龍 雄 ： 治療 ，35 （5 ）．71，1953，
4）　井一E言青 ：　日 本 〆i丶児 科学 会雑誌，　　56　（7），　370，

　　ユ952．
5）松本芳 郎 ： 1！本小 児 科 学会 雑 誌，63 （3），661，

　　1959．
6）松本芳朗 ： H 本小 児 科 学 会 雑 誌，63 （5 ），1208，

　　1959．
7）紹 谷 隆 ： ア レ ル 十

’
　
一

，　6 （1）、36，1957，
8） 田 所 春 海 ： ア レ ル ギ

ー，　8 （1 ），52．1959．
10）今 井次 雄 ： 日 本 臨床 外 科医会雑 誌 11

］，〔3 − 4 ），
　　37，

1950．
1／）唱P島 春 美 ： lix 児 科 臨 床 ．　4 （5 ）．10，1951 ．
12）高 橋良 ； ア レ ル ギ

ー，11 （2 ），69、1962．
ユ3）高橋良 ； ア レ ル ギ  

11 （2 ），73，1962．
14）森 下 哲夫 ： 寄生虫病 の 診断，ユ957．
15） 音山 幸 子 ： 日本 小 児 科 学 会 雑誌 ，63 （ll），2596，
　　1959．
ユ6）松村龍雄 ： ア レ ル ギ

ー
， 9 （2 ），99，1960．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  of  Allergology

47-(5Sl)

                 Studies on  Antigen and  Antibody in Ascaris Allergy

              Report l5. Anti-allergic therapy  for intestinal ascariasis

                                  Ryo  Takahashi

               
Departrnent

 of  Pediatries, School of Medicjne, Gunma  University

                          (Director : Pref, Tatsuo  Matsumura)

    
Ascariasis

 is different from  ascaris  infection in that, it manifests  symptoms  such  as  abdominal

paln. Up  to the present, only  anthelrnintics  have  been  used  for the treatrnent of ascariasis,  As 
a

result,  the patients must  endure  the  pain  fer a  few  days, until  the  worms  are  removed.  It seerns
that

 there has been  treatment  for ascaris  infestation, but no  therapy  for ascariasls  itself.

    In our
 department the fo}]owing stttdies  have  been cariied  out  for the treatment  of  ascariasis.

Prof,
 Matsumura  and  Inoue cliscovere(i that anti-histaminic  had good effect  upen  gastroduodenal

ascar!asis.
 Matsumeto  reported,  when  antihistan]inic  was  injected into a  patient with  ascariasis

daring
 the attack  of  abdominal  pain, the  crest-ferm  high  peak  in the gastrograrn abruptly  lowered,

and
 
at

 
the

 
same

 
tirne

 abdominal  pain  disappeared, Prei. Matsumura  found a  sympathomimetic

agent  adrellaiin,  like antihistaminic,  te be eMeaclous  ior intestinal ascariasis,  When  the ascaris

bedy
 fiuidi is aliowed  to act  on  isolated intestine from  ascaris-infected  guinea  pigs by the Schultz.

Dale
 technique. remarkable  contraction  takes place. Hosoya  reported  that  benadryl, premethazine

hydrochloride, finalin, adrenalin,  ephedrin  and  atropin  pelaxed the contracted  intestine. Tadokoro
found  that  antihistaminic,  finalin and  atropin  had  a  evident  effect  "pQn  the experimentally  induced
gastric ascariasis-like  disease in guinea  pigs,

   The  author  carried  out  the anti-aliergic  therapy  on  7 cases  of  intestinal ascariasis,  and  obser.

ved
 
eMcacy

 
in

 
all

 
of

 them. Namely,  antih.istaminic  chlDrprophenpyridamine  maleate  4mg  was

sutx]utaneously  given to an  adult  case,  a syrapathemimetic  agent  (adrena}in e.2rng) to an  infant,
a"d  a  parasympatholytic  agent  (adrenalin e.15-O.5mg)  to an  other  infaAt, 2 schoal  children

and  2 adults,  and  after  5-lo- minutes,  stemachaehe  abated  in a}1 of  them,

   App]ication for ascariasis  of autonemic  drugs such  as  adrenalin  and  atTopin  are  not  yet found
in the  literature so  far as  the  author  knows.  The  fact that  adrenalin  and  atrDpin,  which  are

eMcacious
 
for

 
bronchiat

 asthma,  typical  immediate t}Tpe aiiergy,  have also  eMcacy  for ascariasis

seems  to support  the  Prof. Mat･sumura's  view,

        Studies on  the Allergie Meehanism of  Cholelithiasis and  Cho!ecystitis

              Especially on  the product-ioR ef al!ergic  reactions  in the

           gallbladder by antigen-antiboody  system  of E. celi  cemponents

                         Akio  Shirota, Kazuo  Tomita et  al

                       
Dept,  of  Surgery  CDirector: Prof, Mats=kura),

                             Nippon  Medicai School, Tokyo

    
From

 
the

 point of
 
allergy,

 the authors  studied  on  the  production of  cholelithiasis  and  cholecy-

         the  results  obtained  were  as  follows:stitis     and

    1. By  t,gglutination  reaction  with  tbe 2･ntigen  of E. coli  (O-6) isolated from hurnan  faeces and
the

 nerrnal  human  serurn,  it was  found that  .the aggulutin  in titer was  so  low in the infant and
the

 
titer

 
rising

 up  rapidly  wilb  the age  to 10 years o]d. Thereafter  the titer is corning  close  gra.
dua]]y

 ta that of  the  adult.  These  facts suggest  that tha  natural  sensitizatiett  by  E. coli exists  in
the

 hume,n being and  it ma).  be strengtheneci  gradually wlth  the age,

   2, Natural  sensitizatien  by  E. coli was  also  found  in the norrnal  rabbit  and  it was  a]so  
obser-


